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塵ア藤抄己環境う重重力下行民弓戈里糸各会議

（略称藤沢エコネット）

0・村岡地区まちづくり計画説明会
主i ･地産地消を条例化により推進
なi ･武田問題で鎌倉市へ要望書提出ほか
記i・ゴミ有料化裁判の判決結果
事i･藤沢市リサイクルｾﾝﾀｰ計画
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局〒252-0816藤沢市遠藤849－9青柳

a/FAXO466-87-4922(夜間のみ）

httP:"Comcom.jcaapc.org/econet/

ノニー鼻← 藤沢ごみ有料化裁判判決について

藤沢市を被告として、諏訪、渡辺、小林の3氏が、有料袋を使用しない

みを収集する義務があるとの訴えに対し、H21年10月14日、横浜地

原告の請求を棄却する旨、判決が出された。

今回の裁判は、藤沢市の条例が、①地方自治法227条の特定の者から

反、②廃掃法第6条の市の収集・運搬・処理義務条項に違反し、無効であ

ものであるが､裁判所はいずれも違法であるとはいえないとの理由で棄却したものである。 I
裁判所の判断理由は､本来､市民はごみの自家処理義務があり(事業系のごみと同等扱い)、；
これを行わない市民のごみを市が処分してあげるのだから、有料ごみ袋を使用させることI

蕊嬢鑿鍵蕊議蕊澱鱸鑿鯉｜
を適法としていること､②､廃掃法は自家処理は容易に出来る物を､｢なるべく自ら処分すI
るように｣ ときわめて限定的に捉えているに対し､判決は事業系ごみと同等に市民の自家I
処理義務を位置づけ手数料が取れると判示していること､③有料袋を使わなければ収集し'

蕊
今回の判決は、市を勝たせるというゴールを決めた判決となっていると見ているので
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